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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第１四半期連結
累計期間

第61期
第１四半期連結
累計期間

第60期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 4,991,196 4,820,715 20,586,527

経常利益（千円） 559,163 1,241,855 1,338,830

四半期（当期）純利益（千円） 286,438 757,375 760,001

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
2,376,584 △1,405,273 21,739,038

純資産額（千円） 47,974,426 65,856,308 67,336,550

総資産額（千円） 74,984,981 100,142,176 103,576,928

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
49.80 131.80 132.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.0 65.8 65.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権における経済政策への期待から円安や株価回復が進み、

景況感には改善の動きが見られたものの、消費者の節約志向が依然として根強いことや、雇用や所得環境の改善が見

られないことなどから、依然として景気の先行きは不透明な状況であります。

このような経済状況の中、当社グループは業界の品質リーダーとなるべく、「岩塚の美味しさと笑顔の輪を広げよ

う！」をスローガンに掲げ、国産米にこだわりお米の風味を大切にし、お客様に美味しさをお届けすることで競合他

社との差別化を図ってまいりました。

その中でも「10枚岩塚の黒豆せんべい」は「煎餅・あられ（かた焼）カテゴリー商品別金額アイテムランキン

グ」で売上№１※を「田舎のおかき（醤油・塩・ざらめの３品目）」は「煎餅・あられ（おかき）カテゴリーブラ

ンド別累計販売金額」で売上№１※をそれぞれ獲得いたしました。

その内容を商品パッケージに記載し、プロモーションを展開することで「岩塚ブランド＝最高品質」の信頼を確

立してまいりました。

しかしながら米菓市場全体の伸び悩みもあり、当第１四半期連結累計期間の売上高は48億20百万円（前年同四半

期比3.4%減）となりました。

　利益面におきましては、生産性・歩留まりの向上などにより営業利益は５百万円（前年同四半期は１億８百万円の

営業損失）、経常利益は、12億41百万円（前年同四半期比122.1%増）、四半期純利益は７億57百万円（前年同四半期

比164.4%増）となりました。

　なお、経常利益におきましては、当社が株式を保有するWant Want China Holdings Limited.からの株式配当金12億

９百万円を営業外収益の受取配当金に計上しております。
※インテージSRI調べ2012年３月～2013年２月（累計販売金額）　

　

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,001億42百万円となり、前連結会計年度末と比較して34億34百万円の減

少となりました。

　流動資産は47億32百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億35百万円の減少となりました。これは主に、売

上債権が３億39百万円減少した一方で現金及び預金１億27百万円、並びにその他に含めております前払費用１億26

百万円が増加したこと等によるものであります。固定資産は954億10百万円となり、前連結会計年度末と比較して32

億98百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証券が時価評価により減少したこと等によるものでありま

す。　

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、342億85百万円となり、前連結会計年度末と比較して19億54百

万円の減少となりました。

　流動負債は、38億43百万円で前連結会計年度末と比較して６億86百万円の減少となりました。これは主に、短期借

入金が６億円減少したこと等によるものであります。固定負債は304億42百万円となり前連結会計年度末と比較し

て12億68百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証券の時価評価に伴い繰延税金負債が減少したこと等

によるものであります。

　純資産は、658億56百万円となり、前連結会計年度末と比較して14億80百万円の減少となりました。これは主に、そ

の他有価証券評価差額金が21億62百万円減少した一方で利益剰余金が６億82百万円が増加したこと等によるもの

であります。

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方の基本方針は以下のとおりであります。

　

①基本方針の内容

当社は上場会社である以上、当社株式の取引は株主の皆様のご判断に委ねるのが原則であり、当社に対する大規

模買付行為がなされた場合にこれに応ずるか否かの判断についても、最終的には株主の皆様の自由意思に委ねられ

るべきであると考えます。

しかしながら、当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、様々なステークホルダーとの信頼関係

を維持し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、向上させる者でなければならないと考え

ております。大規模買付行為の中には、①その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵

害をもたらすもの、②株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、③対象会社の取締役会や株主が大規

模買付行為について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しな

いもの、④買付者の提案した条件よりもさらに有利な条件を株主にもたらすために、対象会社による買付者との交

渉を必要とするもの等、企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。
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当社は、このような大規模買付行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当では

ないと考えます。

②不適切な支配の防止のための取組み

当社は、日本の伝統ある食文化を世界に広め、人々に喜びと豊かさを提供することが当社の使命であると考え、か

かる使命の追求を通じた企業価値の向上を目指しております。

当社は、中期経営計画「フェニックスプラン65」（第58期～第60期）を策定し、平成22年度から平成24年度まで

の３年間、当社の企業価値を向上すべく取り組んでまいりました。同計画では、「お客様の信頼に応え、おいしさの

感動を届けよう！」をスローガンに、経営基盤を強化するための施策を推進してまいりました。

その結果、創業65周年の節目の第60期は、５期ぶりに営業利益を確保し、利益体質への転換を図ることができまし

た。

当社は、このような利益体質を確固たるものにし、生まれ変わった岩塚製菓グループの永続的発展を実現するた

め、第61期から第63期までの３年間を対象期間とする中期経営計画「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」を策定しま

した。岩塚製菓グループの創業精神を原点に、「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」の下、激変する経営環境に対応す

るとともに、新しい価値創造に挑戦し、更なる企業価値の向上に向けて、全グループ会社一丸となって取り組んでま

いります。

当社は、中期経営計画を着実に実行していくことが、当社グループとステークホルダーとの信頼関係を一層強固

に築き上げ、企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上につながるものと確信しております。

③不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

当社は、中期経営計画「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」の下、新しい価値創造に挑戦するとともに、確固たる利

益体質を構築し、株主の皆様、お客様、取引先、従業員、地域社会その他多様なステークホルダーの皆様にとって価値

ある企業として支持されることを目指し、企業価値・株主共同の利益の最大化に全力で取り組んでおります。

当社に対する大規模買付行為を行おうとする者が、当社を取り巻く経営環境を正しく認識し、当社の企業価値の

源泉を理解した上で、これを中長期的に確保し、向上させられるものでなければ、中期経営計画「岩塚Re－Bornプラ

ン（61～63）」の達成が困難になるのはもちろんのこと、逆に当社の企業価値ひいては株主共同の利益が損なわれ

るおそれがあります。

さらに、外部者である買付者から買付提案を受けた際には、当社の有形無形の経営資源、将来を見据えた施策の潜

在的効果、事業分野・人的ネットワークの有機的結合により実現され得るシナジー効果、その他当社の企業価値を

構成する事項等を、株主の皆様が適切に把握し、当該買付者による当社株式等の大規模買付行為が当社の企業価値

に及ぼす影響を判断していただく必要があります。

こうした事情に鑑み、当社取締役会は、外部者である買付者によって当社に対する大規模買付行為が行われるに

際し、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断し、あるいは当社取締役会が株主の皆様

に代替案を提案するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために不当な条件による買付けに対する

交渉を行うこと等を可能としたりすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大規模買付行

為を抑止するための枠組みとして、本対応方針の更新が必要であると判断いたしました。

　なお、本対応方針において旧対応方針から関連する引用箇所の記載の修正など、所要の修正を行いました。 　

 

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、61,228千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,980,000

計 23,980,000

　②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,995,000 5,995,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 5,995,000 5,995,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,995,000 － 1,634,750 － 1,859,250

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    248,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,744,800 57,448 －

単元未満株式 普通株式  　  1,500 － －

発行済株式総数 5,995,000 － －

総株主の議決権 － 57,448 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

岩塚製菓株式会社
新潟県長岡市浦9750

番地
248,700 － 248,700 4.14

計 － 248,700 － 248,700 4.14

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人セントラルによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 363,277 490,478

受取手形及び売掛金 ※2
 3,413,878

※2
 3,074,429

有価証券 74,880 72,026

商品及び製品 156,124 111,815

仕掛品 94,468 93,892

原材料及び貯蔵品 379,784 317,370

その他 387,352 575,623

貸倒引当金 △1,799 △3,529

流動資産合計 4,867,966 4,732,107

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,185,152 4,140,838

その他（純額） 2,667,461 2,635,829

有形固定資産合計 6,852,613 6,776,668

無形固定資産 120,722 116,447

投資その他の資産

投資有価証券 91,443,079 88,098,377

その他 319,769 445,791

貸倒引当金 △27,222 △27,214

投資その他の資産合計 91,735,625 88,516,953

固定資産合計 98,708,961 95,410,069

資産合計 103,576,928 100,142,176

負債の部

流動負債

買掛金 637,656 456,534

短期借入金 1,400,000 800,000

未払法人税等 466,707 450,071

賞与引当金 285,417 188,201

その他 1,739,760 1,948,732

流動負債合計 4,529,542 3,843,538

固定負債

長期借入金 800,000 700,000

退職給付引当金 930,785 955,195

繰延税金負債 29,619,965 28,426,926

その他 360,084 360,206

固定負債合計 31,710,835 30,442,328

負債合計 36,240,378 34,285,867
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,634,750 1,634,750

資本剰余金 1,859,250 1,859,250

利益剰余金 7,217,665 7,900,339

自己株式 △457,265 △457,531

株主資本合計 10,254,399 10,936,807

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57,082,150 54,919,501

その他の包括利益累計額合計 57,082,150 54,919,501

純資産合計 67,336,550 65,856,308

負債純資産合計 103,576,928 100,142,176
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,991,196 4,820,715

売上原価 3,234,273 3,035,396

売上総利益 1,756,923 1,785,319

販売費及び一般管理費 1,865,659 1,779,978

営業利益又は営業損失（△） △108,735 5,340

営業外収益

受取利息 163 394

受取配当金 653,959 1,226,947

持分法による投資利益 1,967 －

その他 30,110 23,967

営業外収益合計 686,201 1,251,308

営業外費用

支払利息 5,885 3,160

有価証券評価損 5,498 1,237

持分法による投資損失 － 6,757

その他 6,918 3,638

営業外費用合計 18,302 14,793

経常利益 559,163 1,241,855

特別利益

固定資産売却益 279 －

特別利益合計 279 －

特別損失

固定資産除却損 6,960 9

投資有価証券評価損 23,463 －

災害による損失 687 －

その他 419 150

特別損失合計 31,531 160

税金等調整前四半期純利益 527,912 1,241,695

法人税、住民税及び事業税 268,212 527,428

法人税等調整額 △26,738 △43,108

法人税等合計 241,473 484,320

少数株主損益調整前四半期純利益 286,438 757,375

四半期純利益 286,438 757,375
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 286,438 757,375

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,090,145 △2,162,649

その他の包括利益合計 2,090,145 △2,162,649

四半期包括利益 2,376,584 △1,405,273

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,376,584 △1,405,273

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  １  保証債務

  連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

旺旺・ジャパン株式会社 100,000千円 100,000千円

　　　　　　　計 100,000千円 100,000千円

　　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 1,192千円 725千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 219,894千円 197,313千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 74,83213円00銭  平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 74,70113円00銭  平成25年３月31日 平成25年６月26日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　前連結会計年度（平成25年３月31日）

その他有価証券　

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,429,938 89,747,962 88,318,023

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,429,938 89,747,962 88,318,023

　　

　当第１四半期連結会計期間（平成25年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券　

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,414,863 86,403,260 84,988,396

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,414,863 86,403,260 84,988,396
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

  １株当たり四半期純利益金額 49円80銭 131円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 286,438 757,375

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 286,438 757,375

普通株式の期中平均株式数（株） 5,752,045 5,746,227

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

岩塚製菓株式会社

取締役会　御中

監査法人セントラル

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 亀井　準　　　印

 業務執行社員  公認会計士 野口　祐嗣　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岩塚製菓株式会社

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岩塚製菓株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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